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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本塗料

工業会（JPMA）及び財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべ

きとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS K 5658:2002 は改正されこの規格に置き換えられ，また，JIS K 5656:2003 は廃止され，

この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責

任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 K 5658：2010 
 

建築用耐候性上塗り塗料 
Long durable top coats for constructions 

 
1 適用範囲 

この規格は，建築物のコンクリート，セメント・モルタル面，プレキャストコンクリートなどの美装仕

上げ塗りに用いる建築用耐候性上塗り塗料（以下，塗料という。）について規定する。この規格は，主要原

料がふっ素樹脂，シリコーン樹脂又はポリウレタン樹脂を用いるもので，主剤と硬化剤とを混合し硬化さ

せる塗料に適用する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 1408 建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法 

JIS A 5430 繊維強化セメント板 

JIS G 3141 冷間圧延鋼板及び鋼帯 

JIS K 5500 塗料用語 

JIS K 5600-1-1 塗料一般試験方法－第 1 部：通則－第 1 節：試験一般（条件及び方法） 

JIS K 5600-1-2 塗料一般試験方法－第 1 部：通則－第 2 節：サンプリング 

JIS K 5600-1-3 塗料一般試験方法－第 1 部：通則－第 3 節：試験用試料の検分及び調整 

JIS K 5600-1-4 塗料一般試験方法－第 1 部：通則－第 4 節：試験用標準試験板 

JIS K 5600-1-6 塗料一般試験方法－第 1 部：通則－第 6 節：養生並びに試験の温度及び湿度 

JIS K 5600-1-7 塗料一般試験方法－第 1 部：通則－第 7 節：膜厚 

JIS K 5600-1-8 塗料一般試験方法－第 1 部：通則－第 8 節：見本品 

JIS K 5600-2-6 塗料一般試験方法－第 2 部：塗料の性状・安定性－第 6 節：ポットライフ 

JIS K 5600-3-2 塗料一般試験方法－第 3 部：塗膜の形成機能－第 2 節：表面乾燥性（バロチニ法） 

JIS K 5600-4-1 塗料一般試験方法－第 4 部：塗膜の視覚特性－第 1 節：隠ぺい力（淡彩色塗料用） 

JIS K 5600-4-3 塗料一般試験方法－第 4 部：塗膜の視覚特性－第 3 節：色の目視比較 

JIS K 5600-4-5 塗料一般試験方法－第 4 部：塗膜の視覚特性－第 5 節：測色（測定） 

JIS K 5600-4-6 塗料一般試験方法－第 4 部：塗膜の視覚特性－第 6 節：測色（色差の計算） 

JIS K 5600-4-7 塗料一般試験方法－第 4 部：塗膜の視覚特性－第 7 節：鏡面光沢度 

JIS K 5600-5-6 塗料一般試験方法－第 5 部：塗膜の機械的性質－第 6 節：付着性（クロスカット法） 

JIS K 5600-6-1 塗料一般試験方法－第 6 部：塗膜の化学的性質－第 1 節：耐液体性（一般的方法） 

JIS K 5600-7-4 塗料一般試験方法－第 7 部：塗膜の長期耐久性－第 4 節：耐湿潤冷熱繰返し性 

JIS K 5600-7-6 塗料一般試験方法－第 7 部：塗膜の長期耐久性－第 6 節：屋外暴露耐候性 


